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   Ｇ０９Ｆ   9/40     (2006.01)
   Ｆ２１Ｌ   4/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2016.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/30     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 115/10     (2016.01)
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   Ｇ０３Ｂ   15/02     　　　Ｆ
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   Ｇ０９Ｇ    3/20     ６８０Ｈ
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   Ｇ０９Ｆ    9/00     ３６２　
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   Ｆ２１Ｌ    4/00     ６２５　
   Ｆ２１Ｓ    2/00     ４８０　
   Ｇ０９Ｇ    3/30     　　　Ｚ
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   Ｆ２１Ｙ  105:00     １００　

【手続補正書】
【提出日】平成30年1月30日(2018.1.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カメラと、可撓性を有する表示部と、を有する電子機器であって、
　前記表示部は、第１の領域と、第２の領域とを有し、
　前記第１の領域は、前記カメラの被写体に光を出す機能を有し、
　前記第２の領域は、前記カメラによって撮影された前記被写体の画像を表示する機能を
有し、
　前記表示部は、前記第１の領域と、前記第２の領域とが互いに異なる向きになるように
曲がる機能を有する、
　電子機器。
【請求項２】
　筐体と、カメラと、可撓性を有する表示部と、を有する電子機器であって、
　前記表示部は、前記筐体の第１の面に固定されている領域を有し、
　前記カメラは、前記筐体の第２の面に固定されている領域を有し、
　前記表示部は、第１の領域と、第２の領域とを有し、
　前記第１の領域は、前記カメラの被写体に光を出す機能を有し、
　前記第２の領域は、前記カメラによって撮影された前記被写体の画像を表示する機能を
有し、
　前記表示部は、前記第１の領域と、前記第２の領域とが互いに異なる向きになるように
曲がる機能を有する、
　電子機器。
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